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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のシリンダ穴を有し、前記シリンダ穴を囲んでシール用のビードを設けた単一金属
製シリンダヘッドガスケット又は該ビードを設けた金属基板を有する積層型金属製シリン
ダヘッドガスケットにおいて、前記ビードのシリンダ穴の相互間の部分のみを部分的に平
面視で波形形状に形成したことを特徴とするシリンダヘッドガスケット。
【請求項２】
　前記ビードの波形形状部分において、隣接するビードの波形を互いに対向させて形成し
たことを特徴とする請求項１記載のシリンダヘッドガスケット。
【請求項３】
　前記ビードの波形形状部分において、隣接するビードの波形を互いに入り込ませて形成
したことを特徴とする請求項１記載のシリンダヘッドガスケット。
【請求項４】
　前記ビードの波形形状部分において、隣接するビードの波形形状部分を共通の波形形状
部分で形成したことを特徴とする請求項１記載のシリンダヘッドガスケット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内燃機関のシリンダヘッドとシリンダブロック等の二つの部材の間に挟持し
てシールを行うシリンダヘッドガスケットに関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　自動車のエンジンのシリンダヘッドとシリンダブロック（シリンダボディ）の接合面を
シールする場合に、金属製のシリンダヘッドガスケットを間に挟持して燃焼ガスや冷却水
や潤滑オイル等をシールしている。
【０００３】
  このシリンダヘッドガスケットは、エンジンの軽量化および製造コストの低減等の要請
から、多数の金属基板を積層した積層タイプから、一枚や二枚の金属基板で形成する単純
な構造のシリンダヘッドガスケットに移行して来ており、構成板が一枚や二枚となるため
、また、エンジンの軽量化の面から使用可能な材料も制限されてきているため、シール手
段の種類、個数も制限され、比較的単純化したシール手段を使用せざるを得なくなってき
ている。
【０００４】
　また、最近のエンジンの軽量小型化の結果、エンジンの低剛性化が進み、シリンダヘッ
ドガスケットのシーリングにおいて、シリンダボア周囲で均一なシール面圧を得ることが
困難になってきている。即ち、エンジン部材におけるシリンダ穴の周囲の構造上の問題か
らガスケット締め付け時に剛性の弱い部分にシール面圧の不足が生じ、その部分にガス漏
れが発生するケースが多くみられるようになってきている。
【０００５】
　また、エンジン小型化における長手方向の縮小化によりシリンダボア間が狭くなり、シ
リンダボア間の部分の温度が上昇する傾向にあり、その結果、シリンダヘッドとシリンダ
ブロックが変形し、シリンダボア間の部分でガス漏れが生じるおそれが増大してきている
。この漏れたガスが少量でも水穴やオイル穴に侵入すると、水やオイル等の液体中に気体
が入り込むことにより水やオイルの循環が阻害され、エンジンの冷却に支障を生じるよう
になり、エンジントラブルの発生原因となるので、十分な対策が必要となる。
【０００６】
　その上、ボアシール性能を確保するためにシリンダボアの直近の周囲部分に大きなシー
ル面圧を与えると、低剛性のシリンダボアの変形が促進され、ガスケットのシール手段が
十分に機能しなくなり、適正なシール性能を得ることが難しいという問題もある。
【０００７】
　このシリンダボア間のシール性能の向上のため、ガスケットのシリンダ穴（燃焼室穴）
の周囲にビードを設け、このビードを隣接するシリンダ穴の間で交差及び接合させて、シ
リンダ穴間を直線状部とし、ビードの交差部分におけるシリンダ穴側の裾部を、シリンダ
穴間の直線状部と、この直線状部以外のシリンダ穴周囲の円弧状部とを滑らかにつなぐ曲
線状に形成したメタルガスケットが提案されている（特許文献１参照。）。
【０００８】
　この構成により、シリンダ穴の幅の小さいエンジン構造に対応してビード交差部におけ
る面圧低下を抑止すると共に、ビード交差部分付近においてビード剛性が極端に変化する
部分を無くし、ビード交差部におけるガス漏れの発生を防止している。
【０００９】
　しかしながら、シリンダ穴間のビードを直線状の一重ビードで形成する構成では、最近
のエンジンの低剛性化やシリンダボア間の温度上昇に対して十分な対応ができなくなる恐
れがある。
【００１０】
　その上、このシリンダ穴間は他の部分に比較して非常に狭く、ガスケットの金属板の枚
数も一枚や二枚に減少してきているので、配置可能なシール手段も極端に限られている。
そのため、複雑なシール手段の組み合わせは難しく、また、可能であっても製造工程の増
加を招き、製造コストの増加につながるという問題がある。
【００１１】
　一方、本発明者の一人は、十分なシール用面圧を得ることができない一部の液体の周囲
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に平面視で波形形状の波形ビードを設けて、液体穴の周囲を確実にシールするように構成
した内燃機関用の金属ガスケットを提案している（特許文献２参照。）。
【特許文献１】特開２０００－３５６２６６号公報
【特許文献２】特許第３０２６０８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
  本発明は上記の問題を解決するためになされたものであり、本発明の目的は、小型化及
び低剛性化したエンジンのシリンダボア間におけるガス漏れに対して十分に対応できるシ
リンダヘッドガスケットを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記の目的を達成するための本発明に係るシリンダヘッドガスケットは、複数のシリン
ダ穴を有し、前記シリンダ穴を囲んでシール用のビードを設けた単一金属製シリンダヘッ
ドガスケット又は該ビードを設けた金属基板を有する積層型金属製シリンダヘッドガスケ
ットにおいて、前記ビードのシリンダ穴の相互間の部分のみを部分的に平面視で波形形状
に形成して構成する。
【００１４】
　この構成によれば、シリンダ穴間のビードを波状形にすることによって、シールビード
の長さが長くなるので、ビードのガスケット締付時における、受面圧面積が当然大きくな
るので、その部分のクリープリラクゼーション（ヘタリ）が波状になっていない通常のビ
ードより、小さくなる傾向にある。従って、熱など高く、シール条件の悪いシリンダ穴間
においても、シール性を維持することができ、本構造を用いることにより、シール強化す
ることができる。
【００１５】
　そして、上記のシリンダヘッドガスケットで、前記ビードの波形形状部分において、隣
接するビードの波形を互い対向させて形成して構成する。即ち、隣接するビードの波形形
状部分が中心線に対して線対称となるような状態に形成して構成する。
【００１６】
　あるいは、上記のシリンダヘッドガスケットで、隣接するビードの波形を互い入り込ま
せて形成して構成する。即ち、隣接するビードの波形形状部分の各波形が互いに平行にな
るような状態に形成して構成する。
【００１７】
　あるいは、上記のシリンダヘッドガスケットで、前記ビードの波形形状部分において、
隣接するビードの波形形状部分を共通の波形形状部分で形成して構成する。即ち、隣接す
るビードをシリンダ穴間の部分で交差及び接合して一つの共通の波形形状部分で形成して
構成する。
【００１８】
　なお、本発明のシリンダ穴の周囲に設けるシール用のビードは、通常は円弧状のフルビ
ードが使用されるが、台形形状やその他のフルビードであってもよく、また、ハーフビー
ド等のフルビード以外のビードであってもよい。また、平面視における波形形状部分の波
の形状は、特に限定せず、円弧等の曲線の連続形状でも良く、三角形や台形の連続のよう
な直線を折り曲げた形状等でも良い。
【発明の効果】
【００１９】
  本発明のシリンダヘッドガスケットによれば、シリンダボア間に設けたビードの波形形
状部分は、受圧面積が大きくなるので、高い締め付け圧に耐えられ、かつ、耐へたり性に
優れたシール性能を持つビードとすることができる。従って、小型化及び低剛性化した最
近のエンジンのシリンダボア間におけるガス漏れに対しても十分に対応できる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００２０】
　次に、図面を参照して本発明に係るシリンダヘッドガスケットの実施の形態について、
シリンダヘッドガスケットを例にして説明する。
【００２１】
　図１～図４に示す本発明に係る実施の形態のシリンダヘッドガスケット１，１Ａ，１Ｂ
は、エンジンのシリンダヘッドとシリンダブロック（シリンダボディ）との間に挟持され
るメタルガスケットであって、シリンダボアの高温・高圧の燃焼ガス、及び、冷却水通路
や冷却オイル通路等の冷却水やオイル等の液体をシールする。
【００２２】
　なお、図１～図４は、模式的な説明図であり、金属積層型ガスケット１，１Ａ，１Ｂの
平面視における縦横比やビードの波形形状の波形の数や幅や縦横比等を実際のものとは異
ならせて、より理解し易いように表示している。
【００２３】
　図１及び図２に示す第１の実施の形態のシリンダヘッドガスケット１は一枚の金属基板
１０で構成される。この金属基板１０は、ステンレス焼鈍材（アニール材）や軟鋼板等で
形成され、シリンダブロック等のエンジン部材の形状に合わせて製造され、シリンダボア
用穴２、冷却水用の水穴３、エンジンオイルの循環のためのオイル穴４、締結ボルト用の
ボルト穴５等が形成される。更に、各シリンダ穴２の周りに、フルビードで形成されるビ
ード１１をシール手段として設ける。
【００２４】
　そして、このビード１１は各シリンダ穴２をそれぞれ一周して設けられるが、第１の実
施の形態では、図１及び図２に示すように、このビード１１においては、金属板１０のシ
リンダ穴２，２間以外の部分１１ａは、平面視でシリンダ穴２に沿った円弧形状で形成し
、シリンダ穴２，２間の部分のみ、部分的に波形形状に形成し、更に、この波形形状部分
１１ｂにおいて、隣接するビード１１の波形部分を互い対向させて形成する。つまり、隣
接するビード１１の波形部分が中心線Ｘ－Ｘに対して線対称となるような状態に形成する
。この構成によれば、シリンダ穴２，２間でシール面圧を幅広く発生できる。
【００２５】
　また、第２の実施の形態では、図３に示すように、金属板１０Ａの各シリンダ穴２をシ
ールするビード１１Ａにおいて、シリンダ穴２，２間以外の部分は、平面視でシリンダ穴
２に沿った円弧形状で形成し、シリンダ穴２，２間の部分のみ、部分的に波形形状に形成
し、更に、この波形形状部分１１Ａｂにおいて、隣接するビード１１Ａの波形を互い入り
込ませて形成する。つまり、隣接するビード１１Ａの波形が互いに平行になるような状態
に形成する。
【００２６】
　この第２の実施の形態のシリンダヘッドガスケット１Ａの構成によれば、シリンダ穴２
，２間が狭い場合にも、隣接する各シリンダ穴用の２つのビード１１Ａ，１１Ａの波形形
状部分１１Ａｂ，１１Ａｂを収めることができる。
【００２７】
　更に、第３の実施の形態では、図４に示すように、金属板１０Ｂの各シリンダ穴２をシ
ールするビード１１Ｂにおいて、シリンダ穴２，２間以外の部分は、平面視でシリンダ穴
２に沿った円弧形状で形成し、シリンダ穴２，２間の部分のみ、部分的に波形形状に形成
し、更に、この波形形状部分１１Ｂｂにおいて、隣接するビード１１Ｂの波形形状部分を
共通の波形形状部分１１Ｂｂで形成する。つまり、隣接するビード１１Ｂをシリンダ穴２
，２間の部分で交差及び接合して一つの共通の波形形状部分１１Ｂｂで形成する。
【００２８】
　この第３の実施の形態のシリンダヘッドガスケット１Ｂの構成は、特にシリンダ穴２，
２間が非常に狭い場合に適している。
【００２９】
　なお、このシリンダ穴２の周囲に設けるシール用のビード１１，１１Ａ，１１Ｂは、通
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、台形形状やその他のフルビードであってもよく、また、ハーフビード等のフルビード以
外のビードであってもよい。また、平面視における波形形状部分１１ｂ，１１Ａｂ，１１
Ｂｂの波の形状は、円弧等の曲線の連続形状でも良く、三角形や台形の連続のような直線
を折り曲げた形状等でも良い。
【００３０】
　上記の構成の第１～第３の実施の形態のシリンダヘッドガスケット１，１Ａ，１Ｂによ
れば、シリンダボア間において、ビード１１，１１Ａ，１１Ｂの波形形状部分１１ｂ，１
１Ａｂ，１１Ｂｂは、受圧面積が大きくなるので、高い締め付け圧に耐えられ、かつ、耐
へたり性に優れたシール性能を持つビードとすることができる。
【００３１】
　従って、高い締め付け圧に耐えられ、耐へたり性に優れると共に、広い範囲でシール面
圧を発生でき、シリンダボアを確実にシールできるシリンダヘッドガスケットとなる。
【００３２】
　なお、上記の実施の形態では、単一の金属基板で形成される単一板金属製シリンダヘッ
ドガスケットについて説明したが、本発明は複数枚の金属基板を積層した積層型金属製シ
リンダヘッドガスケットにも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明に係る第１の実施の形態のシリンダヘッドガスケットを示す平面図である
。
【図２】本発明に係る第１の実施の形態のシリンダヘッドガスケットの構成を示すシリン
ダ穴間の部分拡大図である。
【図３】本発明に係る第２の実施の形態のシリンダヘッドガスケットの構成を示すシリン
ダ穴間の部分拡大図である。
【図４】本発明に係る第３の実施の形態のシリンダヘッドガスケットの構成を示すシリン
ダ穴間の部分拡大図である。
【符号の説明】
【００３４】
　　　　　１，１Ａ，１Ｂ　　シリンダヘッドガスケット
　　　　　２　　シリンダ穴
　　　　１０，１０Ａ，１０Ｂ　　金属基板
　　　　１１，１１Ａ，１１Ｂ　　ビード
　　　　１１ａ，１１Ａａ，１１Ｂａ　円弧形状部
　　　　１１ｂ，１１Ａｂ，１１Ｂｂ　波形形状部
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